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第十一回那覇市議會（臨時会）

事務顛末



  
   	招集
   	一九五六．五．七
  

  
   	開催年月日
   	一九五六．五．一〇
  

  
   	會期
   	一日間
  

 

 

――― ○ ―――

一、本會議　一九五六．五．一〇　午前一〇時五五分　午後一二時一三分

本日の會議事件並びにその顛末左の通り
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――― ○ ―――

五、事務處理

１、市町村自治法第一七〇條の規定に基く議會の議決を得た豫算　送付

一九五六．五．一一　那議第　號にて市長宛

２、陳情書五件の措置

イ、桜坂中通り鋪装方に関する陳情について

一九五六．五　那議第　號にて陳情代表者宛




ロ、九区住民代表提出に係る道路改修方の陳情について

一九五六．五　那議第　號にて陳情代表者宛




ハ、首里鳥堀区佐久本政良外十一名提出に係る道路拡張並びに改修方の陳情について

一九五六．五　那議第　號にて陳情代表者宛




ニ、那覇市六区、七区、道路、下水溝改修方の陳情について

一九五六．五　那議第　號にて陳情者代表宛




ホ、那覇市八区十二組、十三組道路改修方の陳情について

一九五六．五　那議第　號にて陳情代表者宛




３、市町村自治法第六十三條の規定による會議結果報告




一九五六　八月十日起案

一九五六　決裁

一九五六　発送





那議第十五の四號

一九五六年八月一八日

議長名




行政主席　那覇市長　宛




議会の結果報告について




一九五六年五月十日開催の第十一回議会（臨時会）の結果は別紙の通りであります。




右市町村自治法第六十三条第三項の規定に基き報告致します。





第十一回那覇市議会（臨時会）會議録

一九五六年五月十日午前十時五十五分開会

――― ― ―――

○市長（当間重剛君）

御挨拶申し上げます。来月は定例議会がありますのでそれに併せてお諮りする積りでありましたが本日提出致します議案は先に民政府から発表されました那覇市への八千七百万円の他に全市町村に対する一億二千万円余りの特別補助金の一部が當市に割当になりまして、大体那覇市にも割当があると云うことは凡そは判っておりましたが、正式にその通知が来るのが遅れまして漸く本臨時会で提出することになった訳であります。然もこの補助金は各市町村とも同様に年度内つまり六月三十日迄に執行しなければならない様になっておりますので六月の定例議会迄待つことが出来ませんので本臨時議会を招集した訳であります。その内容は大体政府から内示もありその点に就きましても皆さんの御了解を得たいと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十一人缺席九人で議会は成立致しております。缺席九人の内本土への出張が七名、外に缺席者高良一、渡口政行二名であります。本日をもって第十一回那覇市議会（臨時会）を開会致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します。

城南小学校ＰＴＡ会長佐久本政敦外二名及び城南小学校長諸見里朝暉から議長宛に城南小学校へ水道敷設方の陳情書が参っておりましたので会議規則第五十九條の規定に基き各位に通告すると共に、その所管建設委員会に審査を付託致しましたから御報告致します。

本月五日付で建設委員会委員長から議長宛に陳情書の處理に関する同委員会審査報告書が参っておりましたので、その寫を印刷の上御手元に配付致しました。本件に関しては後刻議題と致し、御審議願うことに致しますから左様御了承願います。本月八日付那発第一、七〇〇號をもって市長から議長宛議案送付について公文が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ― ―――

那発第一、七〇〇號

一九五六年五月八日

那覇市長

当間重剛

那覇市議会議長

泉正重殿

議案送付について

一九五六年五月十日招集の議会（臨時会）に付議すべき左記事件は別紙の通りです

記

一、一九五六年度那覇市歳入歳出追加更正豫算

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

今期議会の付議事件につき説明又は質疑のため議長は市町村自治法第六十一條の規定に基き書面によって説明者の出席要求を致しました處市長から出席者の職氏名通知がありましたので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ― ―――

那發第一、六九一号

一九五六年五月八日

那覇市長

当間重剛

那覇市議会議長

泉正重殿

説明者の出席について（回答）

来る五月十日招集の議会（臨時会）に付託される事件につき説明のため議会又は委員会に出席する者は左記の通りです

記



 
  	那覇市長
  	当間重剛
 

 
  	助役
  	嘉手納並水
 

 
  	収入役
  	大湾政順
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
 

 
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
 

 
  	土木課長
  	上原直次郎
 





――― ― ―――

○議長（泉正重君）

書記をして議案の配付を致させます。

――― ― ―――

書記議案配付

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

議案の配布漏れはございませんか

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の議事日程は印刷の上御手元に配布致してありますのでそれによって御報告に替えます

――― ― ―――


議事日程第八号

一九五六年五月十日（木）

午前十時開会

　　第一、今期議会の会議録署名人選挙

　　第二、今期議会の会期を定めること

　　第三、一九五六年度那覇市歳入歳出追加更正予算

（市長提出議案第十四号）

　　第四、桜坂中通り鋪装方に関する陳情について

（建設委員会審査結果報告）

　　第五、九区住民代表提出に係る道路改修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

　　第六、首里鳥堀区佐久本政良外十一名提出に係る道路拡張並びに改修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

　　第七、那覇市六、七区道路下水溝改修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

　　第八、那覇市八区十二組、十三組道路改修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

――― ― ―――





本日の会議に付した事件

日程第一、今期議会の会議録署名人選挙

日程第二、今期議会の会期を定めること

日程第三、一九五六年度那覇市歳入歳出追加更正予算

（市長提出議案第十四号）

日程第四、桜坂中通り鋪装方に関する陳情について

（建設委員会審査結果報告）

日程第五、九区住民代表提出に係る道路改修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

日程第六、首里鳥堀区佐久本政良外十一名提出に係る道路拡張並びに改修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

日程第七、那覇市六、七区道路下水溝改修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

日程第八、那覇市八区十二組、十三組道路改修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

――― ― ―――





○議長（泉正重君）

只今から本日の会議を開きます

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

日程第一の今期議会の会議録署名人の選擧でありますが恒例によりまして議長の指名に致して御異議ありませんか

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決し、議長から今期議会の会議録署名人二人を指名致します。六番議員（宮里敏慶君）二十番議員（長嶺将真君）お二人に今期議会の会議録署名人をお願いします。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次は日程第二の今期議会の会期を定めることを議題と致しお諮り致します。実は日程第三の一九五六年度那覇市歳入歳出追加更正豫算は先程市長からも御説明がありました様に極く簡單に処理出来るのではないかと思いますし、その他は建設委員会の審査結果の報告に止っておりますので本日一杯で片附けられると思いますが

（「賛成」「異議なし」と呼ぶ者あり）

○儀武息睦君

既に皆さんも本議案に対しては御承知であると思いますので本日一杯で片附くと思います。

○議長（泉正重君）

只今十九番議員（儀武息睦君）から一日と云う提案がありますので、会期を一日と云うことに致したいと思いますが左様決定して御異議ございませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認め左様に決し今期議会の会期を一日と決定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

では日程第三の一九五六年度那覇市歳入歳出追加更正予算、市長提出議案第十四号を議題と致します。





１９５６年度那覇市歳入歳出追加更正予算
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歳出
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○議長（泉正重君）

当局の提案趣旨説明を求めます。

○財政部長（長嶺将真君）

議案第十四号を御説明申上げます。今回の追加予算は先に市長からもお話がありました通り今回政府から三十八万三千六百円の補助金があります。そしてこの工事の總額予算が五十四万八千円で残りの十六万四千四百円は地元負担と云うことになっておりますのでそれを追加補助した訳であります。それと工事が六月三十日迄やれと云うことでありましたので六月の定例議会迄待てない為今回提案した訳であります。それで歳入の方では七款の政府支出金の第二項十七目に農道修築補助金と云うのを三十八万三千六百円追加計上致したのであります。それから地元負担の分は土木費で補う訳であります二頁にあります通り道路新設改良費において十六万四千四百円を更正減に致し、それと支出の方では九款の産業経済費の第二項の勧業費三目の農業振興費で五十四万八千円追加計上致してあります。結局補助金を受入れてそれと地元負担金は市の土木費からやると云う簡單な追加でありますので、どうぞよろしく御審議の程お願い致します。

○議長（泉正重君）

それと合せて道路修築個所の説明もお願いします。

○財政部長（長嶺良松君）

小禄の工事が十六万円であります。それから

（「各目明細にありますよ」と呼ぶ者あり）

それから首里は三十八万八千円になって居ります

（「場所も説明して下さい」と呼ぶ者あり）

○財政部長（長嶺良松君）

場所については勧業課長から説明致させます。

○勧業課長（久手堅憲栄君）

首里の方は石嶺の二号線から城北と申しますか、その城北小学校に至る間であります。

○喜久山朝重君

今工事に掛っている所でありますか、昨日行って見ましたが向うは現在工事をやっておりますよ。

○勧業課長（久手堅憲栄君）

あれの隣であります。あそこは地元でやっております。それから小禄でありますが、小禄は袋廻原であります。

（「袋回原ですか」と呼ぶ者あり）

○新垣善太郎君

豊見城城跡に行く手前の丁度こちらから行って左側屠場の裏側にあります。

○上間長和君、

これは政府から三十八万三千六百円の補助金もあり早急に施行しなければならない問題でありますので読会省略して原案通り可決したいと云う動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

工事箇所に就いては別に御意見ございませんか。

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します。御意見がなければ只今の二番議員（上間長和君）の動議の通り施行については当局の方で出来る丈早くこれを完了して頂くと云うことにして本案を原案通り可決確定して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って市長提出議案第十四号は原案通り可決確定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程第四、第五、第六、第七、第八の五件は何れも建設委員会の審査結果の御報告になっておりますので一括議題と致し、これは会議規則の五十九条によってその審査を付託されたものでありますので、委員長からの御報告を一括して求め、それに対する議会としての審査は一件一件処理して行くと云うことに致しまして一括御報告をお願い致します。

○建設委員長（儀武息睦君）

只今一括議題とありました。日程第四から第八迄の陳情書五件につき建設委員会における審査の経過並びに結果につき、御報告申上げます。

会議規則第五十九條の規定に基き議長から本委員会にその審査を付託された陳情書は前後計七件あったのでありますが新年度も間近に迫っておりまする関係上今年度で処理できる分は早急にやらねばならないというので、先づ最初にその處理方法を打合せました處委員各位の希望もあり一応陳情箇所實地調査の上審議検討を加えることになり、去月十一日に委員会を開催陳情現場の視察を行ったのであります。

引続き翌十二日再び委員会を開催致し、委員十一名出席の下に主管部課長の出席を求め審査を致したのであります處で本年度土木費豫算執行に関する当局の説明によれば

今年度分計上されていた睦橋から新成橋間のアスファルト鋪装費の三十一萬円の分が政府の七百萬円の補助金で施工することになりその分が浮く様になったのであります。其他三原亭の横通り排水溝が地主不承諾のため施行出来ない分の十七萬九千円その内七萬円は神里原の十二萬五千円に加えられて排水溝施工に使用、結局三原亭の分十萬九千円浮くことになったのであります。又三区の救済家屋前通りの二十萬六千円の分も地主が不承諾のため浮いた訳であります。都合六十二萬五千円の現在豫算の残金でありますが睦橋の三十一萬円が歳入缺陷のため全額出し兼ねる。というのであります。

そこで委員会としては豫算の歳入を見越して今年度の土木費は計上されているにも拘らず最も都心部の睦橋の工事費が浮いたので削除するということは、解せないというので活溌なる論議が交はされたのであります。

結局今年度の豫算残額で先日視察した最も急施を要する八区、九区の幹線三本を施工することに相成った訳であります。従いまして陳情書の五件については慎重審議の結果次の通り處理決定致した次第であります。

一、桜坂中通り鋪装方に関する陳情については、

桜坂中通りは他地域に比し、多分に國際性を帶び該地域がドル獲得場としての重要性はあるかも知れないが、市民の生活の重要度から考えた場合同通りより最も悪い道路が多々あるので一応採択の上新年度豫算によって施行する様当局に要望した。

二、九区道路の改修方に関する陳情並八区十二組、十三組道路改修方の陳情以上二件については

同道路は民家密集し雨天の際は歩行困難で殊に児童も同地域に多く通学の際困却している現状で同道路の改修に四本の幹線は是非必要と認めるが豫算の都合で三本に止め後の一本は新年度豫算で施工して貰うべく先程申上げました通り満場一致採択と決定したのであります。

三、那覇市六、七区道路下水溝改修方の陳情については、

同道路下水溝の最も悪い勉強堂から安里積千代氏宅の所迄約五百呎あって、雨天の際は、下水が氾濫し衛生上非常に悪い所であるが今年度の豫算では到底出来兼ねるので一応採択の上新年度豫算で善処することに決った訳であります。

四、道路拡張並びに修理に関する陳情について

本陳情に係る路線については、第九回議会において首里、小禄地域に追加、割当となった本年度、追加豫算で措置すべく着工準備中であるので、従って本陳情は採択されたと同様な結果となり審査不用となったのであります。

結局御手許にお配りしてあります。委員会審査報告の通り五件の陳情書の内四件が即ち採択、一件は審査不要と相成った次第であります。

宜しく御審議の上御賛同を得たいのであります。





一九五六年五月七日

建設委員会

委員長　儀武息睦

那覇市議會議長

泉正重殿

委員會審査報告について

會議規則第五十九条の規定に基き本委員會にその審査を付託された陳情書五件については慎重審議の結果、左記の通り審査したので報告する。

記

一、桜坂通り団長、山城善光から提出に係る桜坂中通り鋪装方に関する陳情について

一、九区住民代表、内兼久盛秀外六十六名から提出に係る道路改修方の陳情について

一、六区十五組代表、具志堅寿秀外一八名から提出に係る六区、七区道路下水溝改修方の陳情について

一、八区十二組、十三組代表上里良栄、久高政盛外九十三名から提出に係る道路改修方の陳情について

以上四件については、これを採択と決定した

一、首里鳥堀区佐久本政良外十一名提出に係る道路拡張並びに改修方の陳情について

本陳情に係る路線については、第九回議會において、首里、小禄地域に追加割当となった本年度追加予算で措置すべく着工準備中である。

従って本陳情は採択されたと同様な結果となり、審査不用となった。





○議長（泉正重君）

只今の委員長の御報告に就いて御質問がありましたら

○議長（泉正重君）

では先程も申しました通り日程第四を議題と致しまして審査をお願い致します。先程の委員長の御報告では該地域はドル獲得の場所として重要性はあるかも判りませんが、然し其處よりもっと道の悪いところが他にもありますので一応採択はしてつまり該地域はそれ程急を要しないから、やる事はやるが新年度予算に於いて施行すると云う事になっておりますが、何かそれに就いて御意見ありませんか。一応新年度迄待って貰うと云う事であります。

（「質問なし」「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

これに就いて委員会から当局の該地域に対する工事の見透しと云ったような事をお聞きしなくても宜敷ゆございますか

○儀武息睦君

委員会としては実地調査も致しましてあの通りよりはまだ他に優先する箇所がありますから、勿論やらなければいけないとは思っておりますが、そう云う状態でありますので委員会として新年度予算でやって貰うと云う事になっております。

○議長（泉正重君）

それで新年度予算で出来る見透しはもっておられますか。

○儀武息睦君

それは当局でやる事でありますから判りません結局予算を立てるのは当局であり、議会から要望は出来ますが予算に対する提案権は市当局でないと出来ませんし、それに対して議会がどうのこうのと云う事は執行権の侵害になりますから

○議長（泉正重君）

議長のお訊ねしますのは、委員会として要望した以上はそれに対する当局の見解をお聞きする必要はないかと云うことであります

○儀武息睦君

委員会からの要望に対して、当局は何等出来ないと云う事はない様でありますので、結局承諾と云う事に解釈致しております。

○議長（泉正重君）

では建設委員長からの御報告通り該地域はドル獲得の場所として重要ではあるが、非常に急がなければならない道路が他にも沢山あるから、その方を先にやってこの通りは新年度予算で施行する様に要望したと云う事でありますが建設委員会の審査報告通り本陳情はこれを採択と決定することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

では次日程第五の九区住民代表提出に係る道路改修方の陳情についてでありますが、これは九区だけではなく日程第八の八区十二組、十三組も区域が関連しておりますので一括してお諮り願っていますが、結局これも道路の構成上必要な幹線は四本でありますが予算の都合上三本しか今年度は出来ない。後の一本は新年度予算でやると云う様に委員会の意見が纏まった様でありますが結局予算の都合もありますのでこの二件も委員長の報告通り採択と決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って本陳情二件は採択と可決致します。

○助役（嘉手納並水君）

一寸今の件に就いて御説明申上げます。八区九区の道路は既に測量も終っておりますし直ぐ手を付ける様になっておりますので左様御了承願います。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程第六首里鳥堀区佐久本政良外十一名提出に係る道路拡張並びに改修方の陳情について、これは既に前の第九回議会で追加割当になっておりますので結局追加予算でもってやるように当局でも準備が出来ておりますから、結局採択されたと同様になっておりますので委員会としては審査不要にしたと云うことであります。

○議長（泉正重君）

ではこれも建設委員長の御報告通り、結局採択されたと同様な結果になっているので審査不要であると云うふうに取扱って差支えありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様決定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次日程第七の那覇市六、七区道路下水溝改修方の陳情について、この陳情に就いては衛生上、保安上是非改修をやらねばならないが、その箇所が非常に沢山あって本年度予算では出来ないから一応採択して新年度予算でやると云う事に委員会としては決まったと云うことでありますが、これも前の問題と同じで一応採択して新年度予算でやると云う事に委員会としては決まったと云うことでありますが、これも前の問題と同じで一応採択して予算措置を新年度に廻すと云う事でありますが、その通り可決確定して宜敷ゅうございますか。

○喜久山朝重君

建設部長にお伺い致します。この陳情に対する見透しでありますが、又雨期も近ずいておりますので陳情書にもあります通りここは相当衛生上悪いようでありますがこれに対する大体の見透しは何日頃からやりますか。

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます。この陳情に就きましては建設委員の方々とも一緒に廻って見まして成程衛生上も悪いし排水も悪いからどうしてもやらねばなりませんが、今年度予算では出来ないから新年度に於きまして出来る丈実現するように検討はしております。

○仲井真元楷君、

今の問題に関連する訳でありますが、向うは非常に水が多い訳でありますが、丁度その下流になる所の大きな川の上に今盛んに店を作りつつありますが、あれは市の道とは関係ないと云う事で許可になっておりますか。

○建設部長（安次富長昌君）

御質問の趣旨が一寸判りませんが

（「新栄矼ですよ」と呼ぶ者あり）

○仲井真元楷君

新栄矼の川の上に今店を作りつつありますね。

○建設部長（安次富長昌君）

その件に就きましては三日程前土木課長から報告は受けておりますが、それがどういった関係になっているか一応土木課、建築課、都計課と一緒になって政府からは土木も一緒になって解決する積りでありますが今の所何もやっておりません。

○仲井真元楷君

それは市の方に許可の申請と云ったようなものは来ておりませんか

○建設部長（安次富長昌君）

来ておりません。

○仲井真元楷君

そういった場合は事前に仕事を止めさすとか、兎に角あの川はオーヒージャーの水が全部其處に集まっておりますし、素人目にも川の上に店を作らすと云う事はどうも拙いと思います。然もあの川は雨期には隨分氾濫致しますが、途中で仕事を止めさすと云う事は出来ませんか。

○建設部長（安次富長昌君）

現在調査しております。又調査して本当にそれが危険と云うことであれば出来ると解釈しております。但しそこには幾分摩擦もあると思いますがその場合は押し切ってでもやらなければいけないと考えております。

○議長（泉正重君）

では日程第七那覇市六、七区道路下水溝改修方の陳情に就いては、委員長の御報告通りこれを採択と可決確定する事に御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に可決確定致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次の日程第八に就きましては日程第五の審査と区域が隣接しており一括審査願っておりますので省畧致します。

――― ― ―――

○長嶺将真君

先程三番議員のおっしゃった事は要するに、公有水面であるか、私有水面であるかと云う所に法の盲点がある訳でありますので家を作るのを止めると云う事は出来ない訳であります。然し、都市計画の立場から将来向うに下水でも作る場合は是非その川を利用しなければならないと云う事も考えられる訳でありますが、これを法律的にも充分研究して早急に喰止めるかでなければ行政措置によってでもこの問題を解決しなくてはいけないと思います。そうでもしないと今後益々アー云う家が増えるようになった場合は手も足も出ないと思いますがその点に就きまして市長のこれに対する御見解を伺いたいと思いますその儘作らせた場合は将来困ると思いますが

○市長（当間重剛君）

御質問の箇所が私には判りませんが

○長嶺将真君

新栄橋に水上店舖を作っておりますが・・・・・

○市長（当間重剛君）

要するに公有水面であります場合は政府並びに市町村にその権限がありますから建てる事は出来ません。

○長嶺将真君

私有水面であり保安上危険でない場合は建物を作っても良いと云う事でありますが、そうだからと云って将来其處に下水を作る場合家を作らせた場合は支障を来たすと思いますそう云った立場から成可く作らせないようにやった方が良いと思いますがそう云った法律が出来ないと云う事でありますので・・・

○市長（当間重剛君）

結局出来ない場合は、市であれば収用の手続き以外にないと思います。これは土地も建物も同じようでありますから止める事が出来ない場合は警察の手を借りると云う事も考えられます。将来に於いて区画整理をやるとか、都市計画上是非必要だと云う事であれば例え相手がそれを承知しなくても誠に気の毒ではありますが、収用する以外はないと思います。そこでこれは法律の裏をかくようでありますが本人としても毀わされる迄やれば後は毀されても別に差支えないと云うふうな考えがあるかも判りません、それ迄でもやっておけば儲かるだらうと云う気持もあるのじゃないかと思います。

○長嶺将真君

私有水面であると云う事なら、当然政府に対して公有水面の申請をすべきじゃないかと思いますが、

○市長（当間重剛君）

あれは多分むつみ橋の事だろうと思いますがあの川上は私有水面であります。

○長嶺将真君

それも公文で政府は市に出していないようであります。

○市長（当間重剛君）

私の解釈では間違いなく、私有だったと思います。それから戦後高良さんと上岡さんとの間で私有水面の問題でトラブルがありまして、一時は入口の土地を高良さんが引取ると云う経緯もありましたが、向うは戦前は確か小さい水路であったと云う事であります。然し戦後これを政府が公有水面として認定すると云う事になれば話は別でありますが、今迄の経過から確かに個人の水路と云う事であります。

○上間長和君

このむつみ橋上流の問題に対しては建設委員会でも今迄相當論議されておりますが、幸い本日の日程は読会省畧で全部終了しておりますのでこの後は自由討議に移して貰いたいと思います。

○議長（泉正重君）

本日の日程はこれで全部終了致しました。従って日程以外の御質問或いは御意見があれば自由討議に致したいと思いますが

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○上間長和君

その前に協議会に移して戴きたいと思います。

○議長（泉正重君）

では協議会に入ります。

（午前十一時三十九分協議会）

（十二時十分　再開）

○議長（泉正重君）

では開会致します。本日の日程はこれで全部終了致しましたので、今期議会はこれをもって閉会致します。尚市長の御挨拶の後で食事の準備を致してございますので時間は掛りますが是非召上って頂きたいと思います。

（笑声）

――― ― ―――

○市長（当間重剛君）

本日は誠にお忙がしい所を御出席下さいました事に対し、感謝申上げます。尚議案に就きましては開会の御挨拶に申上げました通り急を要する議案でありますので御諮り申上げました所その意を解して頂きまして御審議決議頂きました事を厚く御礼申上げます。御趣旨に副いまして出来る丈早くこの事業を完了致したいと思います。有難うございました。

（拍手）

（十二時十三分　閉会）
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